
▽
11
月
24
日　

開
会
、会
期
決
定
、

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
総
括
質
疑
・
委

員
会
付
託
、
請
願
及
び
陳
情
上

程
・
委
員
会
付
託

、報
告
上
程
・

質
疑
、
議
員
提
出
議
案
上
程
・（
提

案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・

討
論
）
省
略
・
採
決

▽
12
月
２
日　

一
般
質
問

▽
12
月
５
日　

一
般
質
問

▽
12
月
６
日　

一
般
質
問
、議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会

付
託

▽
12
月
23
日　

委
員
会
審
査
報
告

･
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
第
五
次

座
間
市
総
合
計
画
特
別
委
員
会
最

終
報
告
・
質
疑
、
議
案
上
程
・
提

案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
、

委
員
会
審
査
報
告
･
質
疑
・
討
論
・

市政全般にわたり19名の議員が質問しました。
※4～7面にわたり掲載

一般質問

本
市
は
、令
和
４
年
度
に
再
び
、

県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
か
ら
自

転
車
交
通
事
故
多
発
地
域
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
自

転
車
交
通
事
故
防
止
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
本
計
画

に
つ
い
て
、
計
画
が
示
さ
れ
て
か

ら
既
に
５
年
目
で
す
が
、
現
在
の

整
備
状
況
を
伺
い
ま
す
。

次
に
、
災
害
時
の
避
難
所
開
設

に
つ
い
て
、
避
難
所
運
営
委
員
が

不
在
で
も
、
委
員
に
代
わ
っ
て

様
々
な
対
応
が
行
え
る
よ
う
に
、

各
避
難
所
施
設
の
入
口
や
防
災
備

蓄
倉
庫
等
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
設
置

し
、
施
設
の
開
設
手
順
や
利
用
方

法
、
利
用
条
件
な
ど
、
誰
も
が
開

設
か
ら
運
用
ま
で
確
認
で
き
る
よ

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

さ
ら
な
る
努
力
を
！

�

吉
田　

義
人�

議
員
︽
自
民
党
・
い
さ
ま
︾

不
登
校
児
童
・
生
徒
の

�

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
を

�

髙
波　

貴
志�

議
員
︽
自
民
党
・
い
さ
ま
︾

入
札
制
度
に
つ
い
て

地
元
業
者
育
成
の
観
点
を
踏
ま
え
検
討
す
る

�

竹
田　

陽
介�

議
員
︽
自
民
党
・
い
さ
ま
︾

本
市
の
通
園
バ
ス
の

�

置
き
去
り
防
止
対
策
を
問
う

�

加
藤　

学�

議
員
︽
座
間
市
公
明
党
︾

ご
遺
族
が
行
う
死
亡
後
の

�

手
続
の
負
担
軽
減
を
問
う

�

伊
藤　

多
華�

議
員
︽
座
間
市
公
明
党
︾

相
武
台
前
駅
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ド
ア
の

設
置
へ
の
取
組
に
つ
い
て

�

松
橋　

淳
郎�

議
員
︽
ざ
ま
大
志
会
︾

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
民
部
長　

対
策
と
し
て
、
座

間
警
察
署
実
施
の
自
転
車
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
市
職

員
の
啓
発
活
動
や
交
通
安
全
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
県
警
察
本
部
の
協
力
を

得
て
、
小
学
校
３
校
で
自
転
車
交

通
安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

都
市
部
長　

整
備
状
況
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
候
補
路
線
51
・
06
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
１
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
整
備

と
計
画
の
再
検
討
を
進
め
ま
す
。

市
長
室
長　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
等

の
取
組
を
参
考
に
し
な
が
ら
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

県
の
調
査
に
よ
る
と
、
不
登
校

の
児
童
・
生
徒
の
中
で
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
の
民
間
団
体
、
民
間
施

設
を
活
用
し
て
い
る
人
数
の
割
合

は
４
・
５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

一
方
で
、
相
談
、
指
導
を
受
け
て

い
な
い
児
童
・
生
徒
は
34
・
９
％

と
割
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
家
庭

学
習
を
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
が

相
当
数
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
家
庭
学
習
を
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
に
つ
い
て
、
本
市
の
現

状
と
教
育
支
援
の
施
設
へ
つ
な
げ

る
た
め
の
今
後
の
取
組
を
伺
い
ま

す
。教

育
長　

令
和
３
年
度
の
不
登

校
児
童
・
生
徒
の
う
ち
、
養
護
教

諭
及
び
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

教
育
委
員
会
所
管
の
機
関
、
児
童

相
談
所
等
の
外
部
機
関
で
相
談
や

指
導
を
受
け
た
人
数
は
約
60
％

で
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
民
間

団
体
や
民
間
施
設
で
相
談
や
指
導

を
受
け
た
人
数
は
約
10
％
で
す
。

残
り
の
約
30
％
の
児
童
・
生
徒
は

学
校
内
外
で
の
相
談
や
指
導
を
受

け
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
主
に

学
級
担
任
が
電
話
や
手
紙
等
で
連

絡
を
取
り
、
学
校
と
の
つ
な
が
り

を
切
ら
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い

ま
す
。支
援
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

教
育
支
援
教
室
つ
ば
さ
や
、
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
等
の
民
間
施
設
と
連

携
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の

学
び
の
場
等
に
自
ら
行
く
こ
と
が

困
難
な
児
童
・
生
徒
に
は
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
同

行
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

入
札
制
度
に
つ
い
て
、
本
市
の

最
低
制
限
価
格
算
出
方
法
は
計
算

型
と
平
均
額
変
動
型
の
２
種
類
で

す
。
委
託
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
案

件
は
全
て
平
均
額
変
動
型
、
工
事

案
件
は
土
木
一
式
で
、
予
定
価
格

が
１
３
０
万
円
超
か
ら
１
５
０
０

万
円
未
満
は
計
算
型
、
１
５
０
０

万
円
以
上
か
ら
１
億
５
千
万
円
未

満
は
平
均
額
変
動
型
で
す
。
平
均

額
変
動
型
の
適
用
拡
大
の
根
拠
と

現
制
度
が
経
済
性
、
公
平
性
、
透

明
性
を
確
保
し
、
地
元
業
者
育
成

等
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
合
理
的

理
由
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
入
札

に
お
け
る
く
じ
引
の
多
発
が
適
用

拡
大
の
理
由
と
の
こ
と
で
す
が
、

平
均
額
変
動
型
は
平
均
額
を
操
作

で
き
る
仕
組
み
と
考
え
ま
す
。
当

局
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

総
務
部
長　

平
均
額
変
動
型
は

最
低
制
限
価
格
が
応
札
状
況
に
よ

り
変
動
す
る
こ
と
か
ら
、
入
札
の

公
平
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
入

札
事
業
者
が
市
場
価
格
を
反
映
し

な
が
ら
応
札
を
行
う
た
め
、
市
場

価
格
に
近
い
落
札
額
に
な
る
と
考

え
ま
す
。
計
算
型
で
は
、
最
低
制

限
価
格
で
の
入
札
が
複
数
発
生
し
、

く
じ
引
で
の
落
札
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
平
均
額
変
動
型
に
つ
い

て
は
、
過
度
な
低
入
札
に
よ
る
品

質
の
低
下
を
防
止
し
、
競
争
入
札

の
適
正
化
と
品
質
を
確
保
す
る
た

め
、
段
階
的
に
適
用
を
拡
大
し
ま

し
た
。
入
札
制
度
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
９
月
に
静
岡
県
の
認

定
こ
ど
も
園
で
、
３
歳
の
女
児
が

通
園
バ
ス
に
約
５
時
間
取
り
残
さ

れ
、
熱
射
病
に
よ
り
死
亡
し
た
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。
通
園
バ
ス
に

園
児
が
置
き
去
り
に
さ
れ
た
事
件

に
つ
い
て
、
市
長
の
所
見
と
本
市

の
対
応
を
伺
い
ま
す
。　

市
長　

令
和
３
年
７
月
に
は
福

岡
県
内
の
保
育
園
で
、
令
和
４
年

９
月
に
は
静
岡
県
内
の
認
定
こ
ど

も
園
で
、
通
園
バ
ス
に
園
児
が
置

き
去
り
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
死

亡
事
件
が
立
て
続
け
に
起
き
ま
し

た
。
本
来
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
、
保
育
所
な
ど
は
、
園
児
が

安
全
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

保
護
者
が
安
心
し
て
大
切
な
お
子

様
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
今

回
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
件
が

起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

大
変
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
件
の
直
後
に
私
も
担
当
に

本
市
の
現
状
の
把
握
や
情
報
共
有

の
徹
底
、
市
と
し
て
で
き
る
支
援

策
の
検
討
な
ど
を
指
示
し
ま
し
た
。

現
在
、
国
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
情

報
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
速
や
か
に
市

内
の
各
施
設
へ
周
知
し
、
安
全
対

策
の
徹
底
を
図
っ
て
お
り
、
令
和

４
年
12
月
に
は
実
地
調
査
を
行
う

予
定
で
す
。
今
後
、
本
市
に
お
い

て
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
な
い

よ
う
に
努
め
、
園
児
、
保
護
者
が

安
心
し
て
通
園
で
き
る
よ
う
に
引

き
続
き
安
全
対
策
の
徹
底
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

駅
の
ホ
ー
ム
に
お
け
る
安
全
性

の
向
上
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
で
す
。
相
武
台
前
駅
管

内
の
人
身
事
故
は
、
令
和
に
入
り

４
年
間
で
16
件
起
き
て
い
ま
す
。

他
の
地
方
公
共
団
体
で
は
、
鉄
道

駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
早
期
整
備

や
視
覚
障
が
い
者
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
要
望
書
を
国
土
交
通
省
に

提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
ホ
ー
ム
ド
ア
と
は
、
駅
の
ホ

ー
ム
か
ら
の
転
落
や
ホ
ー
ム
上
で

の
電
車
と
の
接
触
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
可
動
式
の

仕
切
り
の
こ
と
で
す
。
市
民
の
移

動
手
段
で
あ
る
公
共
交
通
機
関
を

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
や
市
民
と

連
携
協
力
し
て
、
ホ
ー
ム
ド
ア
の

整
備
推
進
に
取
り
組
む
必
要
性
を

感
じ
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

小
田
急
線
の
ホ
ー
ム
ド

ア
は
、
新
宿
駅
の
ほ
か
７
駅
に
設

置
が
完
了
し
て
お
り
、
令
和
４
年

度
内
に
は
、
本
厚
木
駅
へ
の
設
置

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
料
金
制
度

を
活
用
し
て
、
令
和
14
年
度
を
目

標
に
新
宿
駅
か
ら
本
厚
木
駅
ま
で

の
全
駅
に
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を

完
了
す
る
計
画
と
の
こ
と
で
す
。

相
武
台
前
駅
も
こ
の
期
間
内
に
設

置
さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
神
奈
川
県
鉄
道
輸
送
力

増
強
促
進
会
議
を
通
じ
て
、
同
社

に
対
し
て
設
置
を
要
望
し
て
い
ま

す
が
、
引
き
続
き
、
早
期
の
設
置

を
要
望
し
ま
す
。

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
で
、

ご
家
族
が
亡
く
な
っ
た
後
に
ご
遺

族
が
各
種
手
続
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
仕
組
み
と
し
て
、
お
く
や
み

コ
ー
ナ
ー
や
ご
遺
族
支
援
コ
ー
ナ

ー
の
設
置
と
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
手
続
の
内
容
を

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
、
お
く

や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
い
う
冊
子

を
配
布
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え

て
お
り
、
死
亡
後
の
手
続
を
行
う

ご
遺
族
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

て
提
供
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
が
、本
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
民
部
長　

お
く
や
み
コ
ー
ナ

ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
死
亡
に
伴

う
多
く
の
手
続
は
、
ご
遺
族
に
と

っ
て
精
神
的
に
も
大
変
な
負
担
で

あ
り
、
本
市
と
し
て
も
そ
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
導
入
に

当
た
っ
て
は
、
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

場
所
や
運
用
す
る
シ
ス
テ
ム
、
人

員
配
置
等
の
検
討
課
題
も
多
く
あ

る
た
め
、
先
行
し
て
い
る
自
治
体

の
運
用
状
況
な
ど
の
情
報
収
集
を

進
め
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
部

署
で
協
議
し
て
、
本
市
の
状
況
に

合
っ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
、

令
和
５
年
度
以
降
の
開
設
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
お
く
や

み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、

情
報
収
集
を
進
め
て
お
り
、
県
内

の
導
入
状
況
な
ど
も
把
握
し
て
い

ま
す
。
本
市
で
も
導
入
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
会
議
の
概
要
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